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会大会, 2005. 3. 27 - 30, 大阪. 

　41 ） 岡本絵里, 彦坂幸毅, 広瀬忠樹, 鎌田直人, 奪葉がAgeの異なるブナの光合成と防御に与える

影響, 第52回日本生態学会大会, 2005. 3. 27-30, 大阪. 

　42 ） 森下征典, 小西　繭, 佐藤正人, 杉山秀樹, 鎌田直人, 高田啓介, ダム建設による生息地の分断

がイワナ個体群の遺伝的構造に与える影響, 第52回日本生態学会大会, 2005. 3. 27-30, 大阪

　43 ） 井下田寛, 小村良太郎, 加藤賢隆, 江崎功二郎, 鎌田直人, 林分内におけるナラ枯れとカシノナ

ガキクイムシ個体群の時間的空間的動態XII, 日射がカシノナガキクイムシの林分内におけ

る移動に及ぼす影響, 第116回日本森林学会大会, 2005. 3. 27 - 30, 札幌. 

　44 ） 小村良太郎, 江崎功二郎, 小保守, 村本健一郎, 鎌田直人, 高分解能衛星画像によるナラ類枯損

箇所の抽出手法の開発, 第116回日本森林学会大会, 2005. 3. 27 - 30, 札幌. 

　45 ） 鎌田直人, 名村謙吾, ホタルが棲息する農業用水路と周辺環境作りにむけて, 第7回農業環境

工学関連7学会合同大会, 2005. 9. 12 - 15, 金沢. 

　46 ） 名村謙吾, 鎌田直人, 金沢市の用水路におけるホタルの発生消長と水温の関係：取水源と暗

渠, 用水沿いの植生の影響, 第7回農業環境工学関連7学会合同大会, 2005. 9. 12 - 15, 金沢. 

　47 ） 西 圭祐, 鎌田直人, 小村良太郎, 航空写真によるナラ類枯死木発生位置の分析, 平成17 年度電
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気関係学会北陸支部連合大会, 2005. 9. 16 - 17, 野々市. 

　48 ） 鎌田直人, 後藤秀章, 小村良太郎, 久保　守, 御影雅幸, 村本健一郎, 沿海州・韓国で最近起こっ

たナラ枯れと今後のナラ枯れ研究の展望について, 第54回日本森林学会中部支部会大会, 

2003. 10. 15, 津. 

　49 ） 小村良太郎, 鎌田直人, Andrew M. Liebhold　航空写真・GISによるナラ類枯損発生状況の解

析, 第22回個体群生態学会シンポジウム, 2005. 10. 28 - 30, 加賀. 

　50 ） 鎌田直人, 小村良太郎, 被害最先端地域におけるマツ材線虫病の分布拡大：拡大速度とリス

クアセスメント, 第22回個体群生態学会シンポジウム, 2005. 10. 28 - 30, 加賀. 

　51 ） 鎌田直人, 小谷二郎, なぜ南の地方ではブナアオシャチホコの大発生が少ないのか？ , 第53

回日本生態学会大会, 2006. 3. 24 - 28, 新潟. 

　52 ） 小谷二郎, 鎌田直人, ブナの豊作年（2005年）における標高と開花結実特性の関係, 第53回日

本生態学会大会, 2006. 3. 24 - 28, 新潟. 

　53 ） 土屋純一, 大久保達弘, 船津丸弘樹, 鎌田直人, 栃木県高原山におけるイヌブナ堅果食性昆虫

の産卵開始時期, 第117回日本森林学会大会, 2006. 4. 2 - 4, 東京. 

　54 ） 鎌田直人, 竹本裕之, 森　謙治, 光永　徹, 本田　洋, 江崎功二郎, カシノナガキクイムシ合成

フェロモンの開発経緯と今後の展望, 第55回日本森林学会中部支部会大会, 2006. 10. 14, 富

山. 

来学した外国人研究者

　1 ） Liebhold, A. M., Forest Entomologist, USDA Forest Service, Northeastern Forest Experiment Sta-

tion. Morgantown, WV, 2003. 3. 12 - 20. 

　2 ） Julius Novotny, Director of Forest Research Institute, Zvolen, Slovakia, 2003. 9. 13 - 20. 

　3 ） Marek Turcani, Project Leader of Forest Research Institute, Zvolen, Slovakia, 2003. 9. 7 - 20. 

　4 ） Fotini Koutroumpa, Ph. D. Student, University of Orleans, France, 2005. 4. 15. 

　5 ） Liebhold, A. M., Forest Entomologist, USDA Forest Service, Northeastern Forest Experiment Sta-

tion. Morgantown, WV, 2005. 10. 20 - 11. 1. 

　6 ） Goodman, S., Lecturer, University of Leeds, UK, 2005. 10. 30 - 11. 3. 

他研究機関との共同研究状況

　1 ） 鎌田直人, マイマイガの分散過程に関する研究, Liebhold, A. M., USDA Forest Service, North-

eastern Forest Experiment Station, 2004 - 2005. 

　2 ） 鎌田直人, ツガを加害するカイガラムシ類の天敵に関する研究, VanDriesche, D., University 

of Massachusetts, 2004 - 2005. 

　3 ） 鎌田直人, リモートセンシングデータを使ったナラ枯れの被害拡散過程の解析, Liebhold, 

A. M., USDA Forest Service, Northeastern Forest Experiment Station, 2003 - 現在. 

　4 ） 鎌田直人, リモートセンシングデータを使ったナラ枯れの被害拡散過程の解析, 小村良太郎, 
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国立石川高専, 2005 - 現在. 

　5 ） 鎌田直人, 日本産ブナ属2種の同所的分布地域で種子食昆虫による捕食者飽食仮説は成立す

るか？ , 大久保達弘, 宇都宮大学農学部, 2003 - 2005. 

　6 ） 鎌田直人, ブナの種子の豊凶に関する研究, 小谷二郎, 石川県林業試験場, 1999 - 現在. 

　7 ） 鎌田直人, ブナの種子の豊凶に関する研究, 角張嘉孝, 静岡大学農学部, 2005 - 現在. 

　8 ） 鎌田直人, ブナの種子の豊凶に関する研究, 向井　譲, 岐阜大学応用生物学部, 2005 - 現在. 

　9 ） 鎌田直人, ブナの種子の豊凶に関する研究, 安江　恒, 信州大学農学部, 2005 - 現在. 

　10 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシが媒介するナラ枯れに関する研究, 江崎功二郎, 石川県林

業試験場, 1997 - 現在. 

　11 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシの化学生態に関する研究, 光永　徹, 岐阜大学応用生物学

部, 2002 - 現在. 

　12 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシのフェロモンに関する研究, 本田　洋, 筑波大学, 2004 - 現

在. 

　13 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシのフェロモンに関する研究, 森 謙治, 東洋合成, 2005 - 現在. 

　14 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシのフェロモンに関する研究, 中島忠一, 独立行政法人森林

総合研究所, 2006 - 現在. 

　15 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシの地理的変異に関する研究, 後藤秀章, 独立行政法人森林

総合研究所, 2005 - 現在. 

　16 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシの地理的変異に関する研究, 濱口京子, 独立行政法人森林

総合研究所, 2005-現在. 

　17 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシの地理的変異に関する研究, 升屋勇人, 独立行政法人森林

総合研究所, 2006 - 現在. 

　18 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシの地理的変異に関する研究, 周　文一, 国立台湾大学, 

2005 - 現在. 

　19 ） 鎌田直人, カシノナガキクイムシの地理的変異に関する研究, Wiwat Suasa-ard, Kasetsart Uni-

versity, Thailand, 2005 - 現在. 

　20 ） 鎌田直人, クズ・イシミカワの生物的防除に関する研究, Reardon, D., USDA Forest Service, 

Northeastern Forest Experiment Station, 2006 - 現在. 

　21 ） 鎌田直人, ホタルの発光パターンと認知パターンに関する研究, 平間淳司, 金沢工業大学, 

2005 - 現在. 

　22 ） 鎌田直人, ホタルの棲む用水路の条件整備に関する研究, 笠島　哲, 石川県農業総合試験場, 

2003 - 現在. 

　23 ） 鎌田直人, ホタルの棲む用水路の条件整備に関する研究, 渡辺俊郎, 埼玉県農業総合試験場, 

2003 - 現在. 

博士取得状況

　1 ） 坂井睦哉, 博士（理学）, フタバガキ科樹種植林に関する基礎研究, 2003. 3. 
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学術賞等の受賞状況

　1 ） 鎌田直人, 日本生態学会宮地賞, ブナアオシャチホコの個体群動態, 2002. 3. 

　2 ） Igeta, Y., Esaki, K., Kato, K., Kamata, N. 優秀ポスター賞 IUFRO Workshop "Forest Insect Popu-

lation Dynamics and Host Influences", 2003. 9. 

　3 ） 鎌田直人, 日本林学会賞, Population dynamics of the beech caterpillar, �������������	�
����

�, 

and biotic and abiotic factors, 2004. 4. 

科学研究費等の受領状況

　1 ） 鎌田直人（代表）, 彦坂幸毅（分担）, 和田直也（分担）, 学術振興会科学研究　基盤B　環境傾度

がブナ科樹木の被食防衛戦略と植物－植食者の相互作用系に及ぼす影響の解明, 平成12 - 

14年. 

　2 ） 鎌田直人（代表）, 御影雅幸（分担）, 垣内信子（分担）, 伊藤進一郎（分担）, 江崎功二郎（分担）, 文

部省科学研究　萌芽　カシノナガキクイムシの穿孔を阻害する天然化合物の探索, 平成14 -

 15年, 3,400千円. 

　3 ） 小村　良太郎（特別研究員）, 鎌田直人（受け入れ研究者）学術振興会　特別研究員奨励費

（PD）画像処理, GIS, 地球統計学を用いた森林衰退の統計的解析と予測, 平成15 - 17年,（H15

までで中断）1,500千円. 

　4 ） 井下田　寛（DC1）, 鎌田直人（受け入れ研究者）学術振興会　特別研究員奨励費（DC1）カシナ

ガ成虫の分布と移動に関する要因の解明とナラ枯れの被害拡大予測モデルの構築, 平成15 -

 17年, 2,700千円. 

　5 ） Marek Turcani（外国人特別研究員）, 鎌田直人（受け入れ研究者）学術振興会　特別研究員奨

励費（外国人特別研究員）生理活性物質と天敵を利用した環境にやさしいナラ枯れの総合管

理技術の開発, 平成15 - 17年（H16までで中断）, 2,100千円. 

　6 ） 鎌田直人（代表）, 後藤秀章（分担）, 濱口京子（分担）, 升屋勇人（分担）, 学術振興会科学研究　

基盤B（海外）地域間DNA多型解析によるナラ枯れの媒介者カシノナガキクイムシの外来種

仮説の検証, 平成17 - 19年, 11,500千円. 

　7 ） 鎌田直人（代表）, 角張嘉孝（分担）, 向井　譲（分担）, 安江　恒（分担）, 学術振興会科学研究　

基盤B（一般）隔離ブナ集団の繁殖能力低下をめぐる開花量とシイナと散布前虫害との関係

の解明（17380090）平成17 - 19年, 11,500千円. 

　8 ） 村本健一郎（代表）, 鎌田直人（分担）, 川西琢也（分担）, 久保　守（分担）, 御影雅幸（分担）, 藤田

雅幸（分担）, 小村良太郎（分担）, 学術振興会科学研究　基盤B（2）人工衛星データ活用のため

の東アジアの植生調査, 平成14 - 17年. 

　9 ） 大久保達弘（代表）, 鎌田直人（分担）, 学術振興会科学研究　基盤C（2）日本産ブナ属2種の同

所的分布地域で種子食昆虫による捕食者飽食仮説は成立するか？ , 平成15 - 16年. 

　10 ） 渡辺俊郎（代表）, 鎌田直人ら（分担）, 農水省　先端技術を活用した農林水産研究高度化事業住

民参加による生物保全機能を備えた農業用水路の維持・管理システム開発, 平成15 - 19年. 

　11 ） 鎌田直人（代表）, University of Massachusetts, 日本のツガ・コメツガにおけるカイガラムシと

その天敵類の検索, 平成16 - 17年, USD18, 000.
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　12 ） 鎌田直人（代表）,USDA Forest Service, 日本の都市部におけるマイマイガの分布解析と飛翔

分散能力の推定, 平成16年, USD12, 000.

　13 ） 鎌田直人（代表）,USDA Forest Service, クズ・イシミカワの生物防除に用いる葉食性昆虫の探

索と生物検定, 平成18 - 20年, USD90, 000（予定）.

地方公共団体との連携

　1 ） 鎌田直人, FAO（Food and Agriculture Organization of the United Nations）Expert of Forest Pro-

tection, Forest Resources Division（国連食糧農業機構森林資源部門　森林保護セクションの

専門委員）, 2003. 4 - 現在.

　2 ） 鎌田直人, 石川県「灯りの回廊」計画策定検討委員会委員, 2003 - 2004.

　3 ） 鎌田直人, 石川県兼六園マツ保全緊急対策委員会副委員長, 2003. 6 - 2003. 8.

　4 ） 鎌田直人, 石川県兼六園マツ等樹木保全対策指導者, 2004. 4 - 現在.

　5 ） 鎌田直人, 金沢市都市景観審議会計画部会委員, 2004. 8 - 2005. 3.

　6 ） 鎌田直人, 東北森林管理局　朝日山地森林生態系保護地域モニタリング調査者, 2004. 6 - 

2008. 3.

　7 ） 鎌田直人, 平成16年度北海道客員研究員（北海道立林業試験場）, 2004. 7 - 2004. 12.

　8 ） 鎌田直人, 金沢市大手掘水質浄化検討委員会委員, 2004. 9 - 2005. 3.

　9 ） 鎌田直人, 福井県立藤島高等学校スーパーサイエンスハイスクール講師, 2004.
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